
今後の日程

日ごろ、高齢者の見守り及び相談窓口の周知にご協力いただきありがとうございます。

今号は、９月の世界アルツハイマー月間にあわせて、認知症に対する市の取組みについて紹介します。

認知症の人やその家族を地域で支えるために

認知症になっても安心して住み慣れた地域で暮らしていくためには、地域全体で「認知症
は誰にでも訪れる可能性がある」という意識をもち、認知症に対する理解を深めることが大切
です。

菊川市の取り組み～認知症サポーター養成講座を受けてみませんか～

菊川市地域包括支援センター
けやき窓口
住所：半済1865（プラザけやき内）
電話：３７－１１２０
あかっち窓口
住所：赤土1055－1（家庭医療センター内）
電話：７３－１８１８

認知症について正しく理解し、偏見を持たず、認知症の人や家族を温かく応援する「認知
症サポータ－」を養成するための講座を開催しています。
講義受講後、認知症サポーターの証「オレンジリング」を配布します。
市ではこれまでに地域住民、金融機関や小中学校の生徒など様々な方に受講いただいてい
ます。この機会にぜひご参加ください。

菊川市長寿介護課 高齢者福祉係

☎0537-37-1254

世界アルツハイマー月間とは？

国際アルツハイマー病協会（ADI）は、世界保健機関（WHO）と共同で毎年９月21日を
「世界アルツハイマーデー」と制定し、この日を中心に認知症の啓発を実施しています。
また、９月を「世界アルツハイマー月間」に定め、菊川市でも認知症の普及啓発活動
として様々なイベントや活動を行っています。

９月８日（金）
午後１時30分～

午後３時15分

11月15日（水）
午後１時30分～

午後３時15分
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養成講座の様子

学んだことを家族
や友人に伝えて
いきましょう

プラザけやき
２階集団検診ホール

プラザきくる
３階301会議室


